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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】香料を基材表面にデリバリするのに好適な香料デリバリーシステムを提供する。
【解決手段】特定の種類の一級アミン化合物及び選択された種類の有益剤、例えばアルデ
ヒド又はケトンの形態の香料を、液体又は粒状基質に別個に添加することにより形成され
る有益剤デリバリーシステムである。基材表面がこうしたデリバリーシステムの水溶液又
は分散液で処理される場合、アミン化合物が存在しない場合より長い期間、有益剤がその
効果を表面に提供するような方法で、有益剤は基材表面に間接的に暴露及び好ましくは付
着される。こうした有益剤デリバリーシステムは、洗濯洗剤又は他の布地処理製品中に組
み込むのに特に好適である。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　香料を基材表面にデリバリするのに好適な香料デリバリーシステムであって、
　前記香料デリバリーシステムが、布地を洗濯し又は処理し、或いは、硬質表面、毛髪又
は皮膚を洗浄する為の液体又は粒状基質を備えてなり、
　前記液体又は粒状基質が、別個に、アミン系化合物と、及び香料が添加されてなるもの
であり、
　Ａ）前記アミン系化合物が、少なくとも１５０ダルトンの分子量を有し、かつ、少なく
とも１０％のアミノ基が一級アミノ基の形態である、ポリエチレンイミンから選択されて
なるものであり、及び
　Ｂ）前記香料が、ダマスコーン、α－ダマスコーン、β－ダマスコーン、δ－ダマスコ
ーン、イソ－ダマスコーン、β－イオノン、リリア－ル、α－ｎ－ヘキシルシンナミック
アルデヒド、α－ｎ－アミルシンナミックアルデヒド、サイマール、リラール、ブチルシ
ンナミックアルデヒド、ダチラート、ヘリオナール、トリプラール、メロナール、及びこ
れらの混合物から選択されてなるものであり、
　前記アミン系化合物と前記香料との重量比が、１０００：１～１：５０の範囲であり、
　前記アミン系化合物及び前記香料が前記基材表面上に、前記デリバリーシステムの水溶
液又は分散液による前記表面への接触を介して暴露及び主として付着した場合に、前記ア
ミン系化合物が存在しない場合よりも長期間に亘り、前記香料がその効果を前記表面に付
与するものである、香料デリバリーシステム。
【請求項２】
　前記アミン系化合物が、少なくとも１５０ダルトンの分子量を有し、かつ、１５％～８
０％のアミノ基が一級アミノ基であるものをさらに有してなる、ポリアミンである、請求
項１に記載の香料デリバリーシステム。
【請求項３】
　前記アミン系化合物が、アントラニル酸メチルの１％ジプロピレングリコール溶液の臭
気強度指数より小さい臭気強度指数を有する、請求項１又は２に記載の香料デリバリーシ
ステム。
【請求項４】
　０．００５重量％～１０重量％の請求項１～３の何れか一項に記載の香料デリバリーシ
ステムを含んでなる、洗浄又は布地処理製品。
【請求項５】
　１重量％～５０重量％の界面活性剤と、及び０．００５重量％～１０重量％の請求項１
に記載の香料デリバリーシステムを含んでなる、洗浄組成物。
【請求項６】
　液体洗剤組成物の形態である、請求項５に記載の洗浄組成物。
【請求項７】
　シャンプー又はボディウォッシュの形態である、請求項５に記載の洗浄組成物。
【請求項８】
　１重量％～５０重量％の布地柔軟仕上げ剤又は処理剤と、及び０．００５重量％～５重
量％の請求項１～３の何れか一項に記載の香料デリバリーシステムを含んでなる、布地処
理組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、香料のような有益剤を基材表面、例えば洗濯される布地、硬質表面、毛髪、
又は皮膚上に付着させるために用い得る有益剤デリバリーシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々な基材、例えば布地、皮膚、毛髪などの表面を、香料、風味剤、医薬品、及び／又
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は殺生物剤、殺虫剤、カビ駆除剤などを含む生体制御剤などの有益剤で処理することは、
しばしば望ましく、又は有利である。こうした処理の目的は一般に、基材の処理が完了し
た後に基材表面に付与された効果が残留するように、十分な有益剤を基材表面上に付着さ
せることである。
【０００３】
　有益剤を基材表面に付着させるための製品、システム、及び方法は、当該技術分野にお
いて周知である。例えば、布地の洗濯のような布地の処理との関連では、布地表面上に付
着する有益剤を含有する水性洗浄液体又はすすぎ溶液を形成するために用い得る様々な洗
濯製品及びその他の製品が存在し、この布地表面はこうした液体又は溶液により接触され
る。
【０００４】
　こうした製品により洗濯される布地上への香料物質の改善された付着を伴う洗濯製品の
一つの種類は、米国特許第６，１０３，６７８号に記載されている。この米国特許第６，
１０３，６７８号は、洗濯洗剤又は他の処理組成物を開示し、これは、こうした組成物を
用いて洗濯された布地上に有効な香料永続性（perfume substantivity）を得るため、ア
ミノ官能ポリマー及び選択された種類の親水性香料の組み合わせを使用する。
【０００５】
　香料のような有益剤の基材表面上への改善された付着を提供する他の種類の製品は、Ｐ
ＣＴ国際公開特許ＷＯ００／０２９９１；ＷＯ００／０２９８１；ＷＯ００／０２９８７
、及びＷＯ００／０２９８２に記載されている。これらの特許公報は組成物を開示してお
り、その際処理基材上の有益剤永続性（benefit agent substantivity）は、アミン系化
合物と、こうしたアミン系化合物と予備反応する特定の種類の有益剤とから形成される反
応生成物を基材処理製品中に組み込むことにより実現される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、先行特許及び特許公報により表されるような当該技術分野における進歩
にもかかわらず、残留する及び長時間効果のある有益剤をデリバリーシステムを用いて処
理された基材に送達するのに有効な有益剤デリバリーシステムを見出すことへの継続的要
求が依然として存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、有益剤を基材表面に送達するのに好適な有益剤デリバリーシステムを提供す
る。こうしたデリバリーシステムは、アミン系化合物とアルデヒド又はケトンの形態の有
益剤との両方が別個に添加された液体又は粒状基質を含む。アミン系化合物は、好ましく
はポリアミンであり、１００ダルトンを超える分子量を有する。アミン系化合物のアミノ
基の少なくとも１０％は、一級アミノ基でなければならない。
【０００８】
　有益剤及び別個に添加されるアミン系化合物は、基材表面が希釈されたデリバリーシス
テム及び好ましくはデリバリーシステムの水溶液又は分散液と接触することにより、基材
表面上に暴露及び好ましくは付着するように、選択され及び共に配合される。これが起き
ると、アミン系化合物が存在しない場合より長期間、有益剤はその効果を基材表面上及び
基材表面に提供する。
【０００９】
　最も好ましくは、デリバリーシステムは、液体若しくは粒状洗濯洗剤又は布地処理組成
物を含む。最も好ましくはまた、送達される有益剤が香料物質である。ボディウォッシュ
製品及びシャンプーの形態の組成物もまた意図される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の有益剤デリバリーシステムの必須構成成分は、特定の化学的形態のアミン化合



(4) JP 2010-31285 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

物と有益剤とが別個に添加された液体又は粒状基質を含む。これらの構成成分のそれぞれ
は、本明細書のデリバリーシステムの他の要素、並びにそれらの調製及び使用方法と共に
、以下のように詳細に論じられる。
【００１１】
　（液体又は粒状基質）
　本明細書の有益剤デリバリーシステムは、液体又は粒状基質の形成に基づく。「液体」
は、液体並びにゲル及びフォームに一般的な密度及び粘度の流体を含む。有用な液体は水
性であっても又は非水性であってもよい。水は、典型的には、水性液体形態であるデリバ
リーシステムの主要構成成分である。従来の非水性溶媒が、非水性形態の液体デリバリー
システムの基質を形成するために用いられてもよい。液体製品、即ち１０％以上の水又は
他の溶媒を含有するものが、極めて好ましい。
【００１２】
　粒状形態のデリバリーシステムは、大きさが１μｍ～１００ｍｍの範囲の粒子又は粒剤
を含むいかなる種類の固体物質からも作ることができる。したがって、粒状基質は微細粉
末から粒塊又は錠剤までの範囲の粒子を含むことができる。その上、粒状基質は、デリバ
リーシステムが組み込まれる製品の機能に関して、不活性成分若しくは活性成分のいずれ
か、又は両方を含むことができる。
【００１３】
　最も典型的には、本明細書のデリバリーシステムを形成するために用いられる液体又は
粒状基質は、有益剤デリバリーシステムが組み込まれその一部分を構築する液体又は粒状
の最終製品の基質を含む。したがって、例えば洗濯用又は硬質表面洗浄用の液体又は粒状
洗剤組成物は多くの場合、本明細書に記載されるアミン系化合物と有益剤とが別個に添加
されて本発明のデリバリーシステムを形成する液体又は粒状基質を含む。
【００１４】
　（アミン化合物及び有益剤の個別添加）
　アミン化合物と有益剤とが液体又は粒状基質に別個に添加されることは、本発明の本質
的な特徴である。本発明の目的上、アミン系化合物及び有益剤は、これらの構成成分の全
体量が分離した構成成分として基質と組み合わされる場合に、システム形成基質に別個に
添加される。特に、これらの二物質の間にはそれらが基質と組み合わされる前に、本質的
に何の化学反応もあってはならない。したがって、アミン化合物及び有益剤は、別々の時
間に、及び／又は別個の容器から、又は別個の保有若しくは送達手段により基質に添加さ
れてもよい。アミン化合物及び有益剤物質は、これらの物質のシステム形成基質との接触
前に、これらの物質の間に実質的に何の化学反応も起きない限り、システム形成基質との
組み合わせ前に共に混合されてもよい。
【００１５】
　（アミン系化合物）
　デリバリーシステム調製の一部として、液体又は粒状基質に添加されるアミン系化合物
は、その分子量が１００ダルトンを超え、且つそのアミノ基の少なくとも１０％が一級ア
ミノ基である限り、モノアミン又はポリアミンであってもよい。好ましくは、アミノ系化
合物はポリアミンであり、化合物の分子量は少なくとも１５０ダルトンであり、そのアミ
ノ基の１５％～８０％は一級アミノ基である。
【００１６】
　本発明に用いられるアミン系化合物は、また好ましくは、アントラニル酸メチルの１％
ジプロピレングリコール溶液の臭気強度指数より小さい臭気強度指数を有することを特徴
とする化合物である。
【００１７】
　（臭気強度指数法）
　臭気強度指数は、臭気について試験化学物質を評価する専門の査定者によって、こうし
た純粋な化学物質が、香水に用いられる臭気のない溶媒であるジプロピレングリコール（
ＤＰＧ）中で１％に希釈される場合に決定される値である。この濃度パーセントは、典型
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的な使用レベルの代表例である。臭気ストリップ、又はいわゆる「吸い取り紙」を試験溶
液にひたし、評価のために専門検査員に提示した。専門検査員は、少なくとも６ヵ月間、
臭気等級について訓練を受けた査定者であり、彼らの等級は現行基準の対照に対して精度
と再現性をチェックされる。各アミン化合物について、検査員は２片の吸い取り紙：一つ
の対照（アントラニル酸メチル、検査員は知らない）と試験サンプルとを提示される。検
査員は０～５の臭気強度尺度で両方の臭気ストリップについてランク付けするよう求めら
れるが、０は臭気を検出しないこと、５は非常に強い臭気が存在することを示す。
【００１８】
　（結果）：
　以下は、本発明で用いるのに好適であり、上記の手法によるいくつかのアミン化合物の
臭気強度指数を示す。いずれの場合にも、数値は５名の専門検査員の算術平均であり、結
果は統計的に９５％の信頼水準で有意に異なっている。
【表１】

【００１９】
　好ましい臭気強度指数の特性を有する多種多様な一級アミン系化合物を、本発明の有益
剤デリバリーシステムを調製するために用いることができる。本発明に有用な一級アミン
化合物の一般構造は次のとおりである：
Ｂ－（ＮＨ２）ｎ；
　式中、Ｂは担体物質であり、ｎは少なくとも１の値の指数である。二級アミン基を含有
する化合物は、化合物が一以上の－ＮＨ－基、並びに－ＮＨ２基を含むことを除いて、上
記の構造に類似した構造を有する。好ましくは、この一般的種類のアミン化合物は、相対
的に粘稠な物質である。
【００２０】
　好適なＢ担体は、無機担体部分と有機担体部分との両方を含む。「無機担体」とは、炭
素に基づかないか又は実質的に炭素に基づかない骨格鎖から構成される担体を意味する。
【００２１】
　無機担体を利用する好ましい一級アミンは、アミノ誘導体化したオルガノシラン、シロ
キサン、シラザン、アルマン（alumane）、アルミニウムシロキサン、又はアルミニウム
シリケート化合物の、モノ若しくはポリマー若しくは有機－オルガノシリコンコポリマー
から選択されるアミンである。こうした担体の典型的な例は：ジアミノアルキルシロキサ
ン［Ｈ２ＮＣＨ２（ＣＨ３）２Ｓｉ］Ｏのような少なくとも一つの一級アミン部分を有す
るオルガノシロキサン、又はオルガノアミノシラン（Ｃ６Ｈ５）３ＳｉＮＨ２であり：シ
リコーンの化学及び技術（Chemistry and Technology of Silicone）（Ｗ．ノル（W.Noll
）、アカデミック出版社（Academic Press Inc.）、１９９８年、ロンドン、２０９ペー
ジ、１０６）に記載されている。
【００２２】
　有機担体を利用する好ましい一級アミンは、アミノアリール誘導体、ポリアミン、アミ
ノ酸及びその誘導体、置換アミン及びアミド、グルカミン、デンドリマー、ポリビニルア
ミン及びその誘導体、及び／又はそのコポリマー、アルキレンポリアミン、ポリアミノ酸
及びそのコポリマー、架橋ポリアミノ酸、アミノ置換ポリビニルアルコール、ポリオキシ
エチレンビスアミン又はビスアミノアルキル、アミノアルキルピペラジン及びその誘導体
、ビス（アミノアルキル）アルキルジアミンの直鎖又は分枝鎖、並びにこれらの混合物か
ら選択されるアミンである。
【００２３】
　好ましいアミノアリール誘導体はアミノベンゼン誘導体であって、４－アミノベンゾエ
ート化合物のアルキルエステルを含み、より好ましくは、エチル－４－アミノベンゾエー
ト、フェニルエチル－４－アミノベンゾエート、フェニル－４－アミノベンゾエート、４
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－アミノ－Ｎ’－（３－アミノプロピル）－ベンズアミド、及びこれらの混合物から選択
される。
【００２４】
　本発明に用いるのに好適なポリアミンは、ポリエチレンイミンポリマー、部分的アルキ
ル化ポリエチレンポリマー、ヒドロキシル基を有するポリエチレンイミンポリマー、１，
５－ペンタンジアミン、１，６－ヘキサンジアミン、１，３ペンタンジアミン、３－ジメ
チルプロパンジアミン、１，２－シクロヘキサンジアミン、１，３－ビス（アミノメチル
）シクロヘキサン、トリプロピレンテトラアミン、ビス（３－アミノプロピル）ピペラジ
ン、ジプロピレントリアミン、トリス（２－アミノエチルアミン）、テトラエチレンペン
タミン、ビスヘキサメチレントリアミン、ビス（３－アミノプロピル）１，６－ヘキサメ
チレンジアミン、３，３’－ジアミノ－Ｎ－メチルジプロピルアミン、２－メチル－１，
５－ペンタンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ（２－アミノエチル）エチレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ（３－アミノプロピル）－１，４－ブタンジアミン、
ペンタエチルヘキサミン、１，３－ジアミノ－２－プロピル－ｔ－ブチルエーテル、イソ
フォロンジアミン、４，４’－ジアミノジシクロヒルメタン（4,4’,-diaminodicyclohyl
methane）、Ｎ－メチル－Ｎ－（３－アミノプロピル）エタノールアミン、スペルミン、
スペルミジン、１－ピペラジンエタンアミン、２－（ビス（２－アミノエチル）アミノ）
エタノール、エトキシル化Ｎ－（タローアルキル）トリメチレンジアミン、ポリ［オキシ
（メチル－１，２－エタンジイル）］，α－（２－アミノメチル－エトキシ）－（＝Ｃ．
Ａ．Ｓ番号９０４６－１０－０）；２－エチル－２－（ヒドロキシメチル）－１，３－プ
ロパンジオールを有するポリ［オキシ（メチル－１，２－エタンジイル）］，α－ヒドロ
－）－ω－（２－アミノメチルエトキシ）－，エーテル（＝Ｃ．Ａ．Ｓ番号３９４２３－
５１－３）であって；商品名ジェファーミン（Jeffamine）Ｔ－４０３、Ｄ－２３０、Ｄ
－４００、Ｄ－２０００として市販されているもの；２，２’，２’’－トリアミノトリ
エチルアミン；２，２’－ジアミノ－ジエチルアミン；ミツビシ（Mitsubishi）より市販
されている３，３’－ジアミノ－ジプロピルアミン，１，３－ビスアミノエチル－シクロ
ヘキサン、及びｎが３／４であるＣ１２ステルナミン（Sternamine）（プロピレンアミン
）ｎのようにクラリアント（Clariant）より市販されているＣ１２ステルナミン、並びに
これらの混合物である。好ましいポリアミンは、ルパゾール（Lupasol）ＦＧ（分子量８
００）、Ｇ２０ｗｆｖ（分子量１３００）、ＰＲ８５１５（分子量２０００）、ＷＦ（分
子量２５０００）、ＦＣ（分子量８００）、Ｇ２０（分子量１３００）、Ｇ３５（分子量
１２００）、Ｇ１００（分子量２０００）、ＨＦ（分子量２５０００）、Ｐ（分子量７５
００００）、ＰＳ（分子量７５００００）、ＳＫ（分子量２００００００）、ＳＮＡ（分
子量１００００００）のような商品名ルパゾールとして市販されているポリエチレンイミ
ンである。これらの内で最も好ましいものにはルパゾールＨＦ又はＷＦ（分子量２５００
０）、Ｐ（分子量７５００００）、ＰＳ（分子量７５００００）、ＳＫ（分子量２０００
０００）、６２０ｗｆｖ（分子量１３００）、及びＰＲ１８１５（分子量２０００）、エ
ポミン（Epomin）ＳＰ－１０３、エポミンＳＰ－１１０、エポミンＳＰ－００３、エポミ
ンＳＰ－００６、エポミンＳＰ－０１２、エポミンＳＰ－０１８、エポミンＳＰ－２００
、及びアルドリッチ（Aldrich）からの８０％エトキシル化ポリエチレンイミンのような
、部分的アルコキシル化ポリエチレンイミンが挙げられる。
【００２５】
　本明細書に用いるのに好ましいアミノ酸は、チロシン、トリプトファン、リシン、グル
タミン酸、グルタミン、アスパラギン酸、アルギニン、アスパラギン、フェニルアラニン
、プロリン、セリン、ヒスチジン、トレオニン、メチオニン、及びこれらの混合物から選
択され、最も好ましくは、チロシン、トリプトファン、及びこれらの混合物から選択され
る。好ましいアミノ酸誘導体は、チロシンエチレート、グリシンメチレート、トリプトフ
ァンエチレート、及びこれらの混合物から選択される。
【００２６】
　本明細書に用いるのに好ましい置換アミン及びアミドは、ニペコタミド、Ｎ－ココ－１
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，３－プロペンジアミン；Ｎ－オレイル－１，３－プロペンジアミン；Ｎ－（タローアル
キル）－１，３－プロペンジアミン；１，４－ジアミノシクロヘキサン；１，２－ジアミ
ノ－シクロヘキサン；１，１２－ジアミノドデカン、及びこれらの混合物から選択される
。
【００２７】
　本明細書に用いるのに好適な他の一級アミン化合物はグルカミンであり、好ましくは、
２，３，４，５，６－ペンタメトキシ－グルカミン；６－アセチルグルカミン、グルカミ
ン、及びこれらの混合物から選択される。
【００２８】
　また好ましい化合物は、ポリエチレンイミン及び／又はポリプロピレンイミンデンドリ
マー、及びデンドリテク（Dendritech）から市販されているスターバースト（Starburst
）（登録商標）ポリアミドアミン（ＰＡＭＡＭ）デンドリマーの世代Ｇ０～Ｇ１０、及び
ディーエスエム（ＤＳＭ）から市販されているデンドリマーのアストロモールス（Astrom
ols）（登録商標）の世代１～５であって、スターバースト及びアストロモールスはｘ＝
２ｎｘ４（ｎは一般に０～４から構成される）であるジアミノブタンポリアミンＤＡＢ（
ＰＡ）ｘデンドリマーである。
【００２９】
　ポリアミノ酸は、本明細書で有用なアミノ系化合物の一つの好適な種類である。ポリア
ミノ酸はアミノ酸又は化学的に修飾されたアミノ酸から構築される化合物である。これら
はアラニン、セリン、アスパラギン酸、アルギニン、バリン、スレオニン、グルタミン酸
、ロイシン、システイン、ヒスチジン、リシン、イソロイシン、チロシン、アスパラギン
、メチオニン、プロリン、トリプトファン、フェニルアラニン、グルタミン、グリシン、
又はこれらの混合物を含有し得る。化学的に修飾されたアミノ酸においては、アミノ酸の
アミン又は酸官能基は化学試薬と反応したものである。これは多くの場合、アミノ酸のこ
れら化学的なアミン及び酸官能基を後続反応において保護するために、又は改善された溶
解度など、特定の性質をアミノ酸に与えるために、実施される。こうした化学的修飾の例
は、ベンジルオキシカルボニル、アミノ酪酸、ブチルエステル、ピログルタミン酸である
。アミノ酸及び小アミノ酸フラグメントの一般的な修飾の更なる例は、バッケム（Bachem
）の１９９６年のペプチドと生物化学物質のカタログ（Peptides and Biochemicals Cata
log）に見出すことができる。
【００３０】
　好ましいポリアミノ酸はポリリシンである。最も好ましいのは、５０％を超えるアミノ
酸がリシンである、ポリリシン又はポリアミノ酸であるが、その理由は、リシン側鎖の一
級アミン官能基が、すべてのアミノ酸の中で最も反応性のアミンだからである。
【００３１】
　好ましいポリアミノ酸は５００～１０，０００，０００、より好ましくは２０００～２
５，０００の分子量を有する。
【００３２】
　このポリアミノ酸は架橋していることもできる。架橋は、例えば、リシンのようなアミ
ノ酸側鎖のアミン基とアミノ酸上のカルボキシル官能基との縮合により、又はＰＥＧ誘導
体のようなタンパク質架橋剤との縮合により、得ることができる。架橋したポリアミノ酸
は、活性成分との反応のために、遊離した一級及び／又は二級アミノ基を更に残しておく
必要がある。
【００３３】
　好ましい架橋ポリアミノ酸は２０，０００～１０，０００，０００；より好ましくは２
００，０００～２，０００，０００の分子量を有する。
【００３４】
　ポリアミノ酸又はアミノ酸は他の試薬、例えば、酸、アミド、塩化アシルなどと共重合
し得る。より具体的には、アミノカプロン酸、アジピン酸、エチルへキサン酸、カプロラ
クタム、又はこれらの混合物とである。これらコポリマーに用いられるモル比は、１：１
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～１：２０（試薬／アミノ酸（リシン））、より好ましくは、１：１～１：１０の範囲で
ある。
【００３５】
　ポリリシンのようなポリアミノ酸はまた、一級アミノ基の必須量がポリマー中に残って
いる限り、部分的にエトキシル化されてもよい。しかし好ましくは、本明細書で利用され
るアミン系化合物はエトキシル化されていない。
【００３６】
　リシン、アルギニン、グルタミン、アスパラギンを含有するポリアミノ酸の例及び供給
については、バッケム（Bachem）の１９９６年のペプチドと生物化学物質のカタログ（Pe
ptides and Biochemicals Catalog）に記載されている。
【００３７】
　ポリアミノ酸は、活性成分との反応の前に、塩の形態で得ることができる。例えば、ポ
リリシンはポリリシン臭化水素酸塩として供給され得る。ポリリシン臭化水素酸塩は、シ
グマ（Sigma）、アプリケム（Appichem）、バッケム（Bachem）、及びフルカ（Fluka）か
ら市販されている。
【００３８】
　本発明の目的のための、少なくとも一つの一級アミン基を含有する好適なアミノ官能性
ポリマーの例は次のものである：
　－　分子量３００～２．１０Ｅ６を有するポリビニルアミン；
　－　分子量６００、１２００、又は３０００、及びエトキシル化度０．５を有するアル
コキシル化ポリビニルアミン；
　－　ポリビニルアミンビニルアルコール－モル比２：１、ポリビニルアミンビニルホル
ムアミド－モル比１：２及びポリビニルアミンビニルホルムアミド－モル比２：１；
　－　トリエチレンテトラミン、ジエチレントリアミン、テトラエチレンペンタミン；
　－　ビス－アミノプロピルピペラジン；
　－　ポリアミノ酸（Ｌ－リシン／ラウリン酸、モル比１０／１）、ポリアミノ酸（Ｌ－
リシン／アミノカプロン酸／アジピン酸、モル比５／５／１）、ポリアミノ酸（Ｌ－リシ
ン／アミノカプロン酸／エチルへキサン酸、モル比５／３／１）ポリアミノ酸（ポリリシ
ン－コカプロラクタム）；ポリリシン；ポリリシン臭化水素酸塩；架橋ポリリシン、
　－　４００～３００，０００の範囲の分子量を有するアミノ置換ポリビニルアルコール
；
　－　ポリオキシエチレンビス［アミン］、例えばシグマ（Sigma）から入手可能；
　－　ポリオキシエチレンビス［６－アミノヘキシル］、例えばシグマ（Sigma）から入
手可能；
　－　Ｎ，Ｎ’－ビス－（３－アミノプロピル）－１，３－プロパンジアミンの直鎖又は
分枝鎖（ＴＰＴＡ）；
　－　Ｎ，Ｎ’－ビス－（３－アミノプロピル）エチレンジアミン；及び
　－　１，４－ビス－（３－アミノプロピル）ピペラジン（ＢＮＰＰ）。
【００３９】
　本明細書に用いるのに最も好ましいアミン化合物は、非芳香族アミンである。これらの
最も好ましいアミン化合物は、ポリエチレンイミンポリマーであって、ルパゾールＨＦ、
Ｐ、ＰＳ、ＳＫ、ＳＮＡ、ＷＦ、Ｇ２０ｗｆｖ、及びＰＲ８５１５のような商品名ルパゾ
ールにより市販されているもの；ジアミノブタンデンドリマーであるアストラモール（As
tramol）（登録商標）、ポリリシン、架橋ポリリシン、Ｎ，Ｎ’－ビス－（３－アミノプ
ロピル）－１，３－プロパンジアミンの直鎖又は分枝鎖；Ｎ，Ｎ’－ビス－（３－アミノ
プロピル）－エチレンジアミン；１，４－ビス－（３－アミノプロピル）ピペラジン、及
びこれらの混合物から選択される。更により好ましい化合物は、２００ダルトンを超える
分子量を有するポリエチレンイミンポリマーであって、ルパゾールＨＦ、Ｐ、ＰＳ、ＳＫ
、ＳＮＡ、ＷＦ、Ｇ２０ｗｆｖ、及びＰＲ８５１５のような商品名ルパゾールにより市販
されているものを含むもの；ポリリシン、架橋ポリリシン、Ｎ，Ｎ’－ビス－（３－アミ
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ノプロピル）－１，３－プロパンジアミンの直鎖又は分枝鎖、Ｎ，Ｎ’－ビス－（３－ア
ミノプロピル）－エチレンジアミン；１，４－ビス－（３－アミノプロピル）ピペラジン
、及びこれらの混合物から選択されるものである。
【００４０】
　前述のように、本明細書のデリバリーシステムのアミン構成成分はまたモノアミンであ
ってもよい。本発明に用いるのに好適なモノアミンの非限定例には、２－ヒドロキシアミ
ン及び／又は３－ヒドロキシアミンのようなヒドロキシ官能基及び／又はアルコキシ官能
基をまた含有する一級アミン、特にモノアミンが有益剤と相互作用する場合に、官能基が
ないモノアミンと比べてモノアミンの付着を強化する官能基をまた含有する一級及び／又
は二級アミンが挙げられる。
【００４１】
　アミンがモノアミンである場合、そのモノアミンが、ＣｌｏｇＰにより測定される特定
の溶解度特性を有することが好ましい。ＣｌｏｇＰの値は、モノアミン分子のオクタノー
ル／水の分配係数の測定値であり、またオクタノール中及び水中のその平衡濃度の間の比
である。本明細書で有用なモノアミン物質の分配係数は高い値を有するため、それらはそ
れらの基数１０に対する対数の形態、ｌｏｇＰにより、より便利に与えられ、これはＣｌ
ｏｇＰ値として既知である。ＣｌｏｇＰは、次の参考文献により定義される：「構造から
のｌｏｇＰｏｃｔの計算（Calculating log Poct from Structures）」；アルバート・レ
オ（Albert Leo）（医薬品化学プロジェクト（Medicinal Chemistry Project）、ポモー
ナ大学（Pomona College）、米国カリフォルニア州クレアモント、化学論評（Chemical R
eviews）、９３巻、４号、１９９３年６月；並びに、包括的医薬品化学（Comprehensive 
Medicinal Chemistry）、アルバート・レオ（Albert Leo）、Ｃ．ハンシュ（C.Hansch）
編集、ペルガモン出版（Pergamon Press）：オクスフォード、１９９０年、４巻、３１５
ページ；及び分子親油性の算出手順（Calculation Procedures for molecular lipophili
city）：比較研究、Ｑｕａｎｔ．Ｓｔｒｕｃｔ．Ａｃｔ．Ｒｅａｌｔ．１５、４０３～４
０９（１９９６年）、レイマンド・マンホールド（Raymund Mannhold）及びカール・ドロ
ス（Karl Dross）。本明細書に用いるのに好ましいモノアミンは、１を超える、好ましく
は２を超えるＣｌｏｇＰを有するものである。
【００４２】
　一級モノアミンはまた、二級モノアミンと組み合わせて本明細書で用いられてもよい。
しかしながら、こうした組み合わせ内の全アミン基の少なくとも１０％を一級アミン基と
して提供するために、十分な一級モノアミンが用いられなければならない。
【００４３】
　（有益剤）
　本明細書の有益剤デリバリーシステムのもう一つの必須構成成分は有益剤自体である。
本発明のデリバリーシステムを形成するために本質的に用いられる有益剤は、アルデヒド
又はケトンの形態でなければならない。
【００４４】
　有益剤は、例えば風味剤のケトン又はアルデヒド、医薬品のケトン又はアルデヒド、生
体制御ケトン又はアルデヒド、香料ケトン又はアルデヒド、及びこれらの混合物から選択
されることができる。
【００４５】
　風味剤成分には、有益剤デリバリーシステムが組み込まれた製品の全体的風味の知覚に
寄与する香辛料又は風味増強剤が挙げられる。医薬品有益剤には薬が挙げられる。生体制
御剤には、殺生物剤、抗菌剤、殺菌剤、殺真菌剤、殺藻剤、カビ駆除剤、消毒剤、清浄薬
様漂白剤、防腐剤、殺虫剤、虫及び／又は蛾忌避剤、駆虫剤、植物成長ホルモンなどが挙
げられる。
【００４６】
　典型的な抗菌剤には、グルタールアルデヒド、シンナムアルデヒド、及びこれらの混合
物が挙げられる。典型的な虫及び／又は蛾忌避剤は香料成分、例えば、シトロネラール、
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シトラール、Ｎ，Ｎ－ジエチル－メタトルアミド、ロツンジアール（Rotundial）、８－
アセトキシカルボタンアセトン、及びこれらの混合物である。本明細書の有益剤として用
いる虫及び／又は蛾忌避剤のその他の例は、米国特許第４，４４９，９８７号、第４，６
９３，８９０号、第４，６９６，６７６号、第４，９３３，３７１号、第５，０３０，６
６０号、第５，１９６，２００号、及び「様々な昆虫種に対する風味及び芳香分子の記号
活動（Semio Activity of Flavor and Fragrance molecules on various Insect Species
）」、Ｂ．Ｄ．ムーカージー（B.D.Mookherjee）ら、植物からの生物活性揮発性化合物（
Bioactive Volatile Compounds from Plants）に公開、ＡＳＣ討論会シリーズ（ASC Symp
osium Series）５２５、Ｒ．テラニシ（R.Teranishi）、Ｒ．Ｇ．バタリー（R.G.Buttery
）、及びＨ．スギサワ（H.Sugisawa）、１９９３年、３５～４８ページに開示されている
。
【００４７】
　伝統的に香水に用いられた、好適なケトン及び／又はアルデヒドの典型的な開示は、「
香料及び風味の化学（Perfume and Flavor Chemicals）」、Ｉ及びＩＩ巻、Ｓ．アークタ
ンダー（S.Arctander）、アルレード出版（Allured Publishing）、１９９４年、ＩＳＢ
Ｎ０－９３１７１０－３５－５の中に見出すことができる。香料ケトン及びアルデヒドは
、実際、本発明のデリバリーシステムに用いるのに、最も好ましい有益剤である。最も好
ましいのは、不飽和ケトンであり、特にα、β－不飽和ケトンである。
【００４８】
　本明細書の有益剤デリバリーシステムに利用される香料ケトンは、化学的にケトンであ
り、且つそれから形成されたデリバリーシステムにより接触された表面に所望の臭気又は
新鮮さに関する効果を付与できるいかなる物質をも含むことができる。この香料ケトン構
成成分は、もちろん、１を超えるケトン、即ちケトンの混合物を含むことができる。好ま
しくは、香料ケトンは、バコキシム（buccoxime）；イソジャスモン；メチルβナフチル
ケトン；ムスクインダノン；トナリド（tonalid）／ムスクプラス（musk plus）；α－ダ
マスコーン、β－ダマスコーン、δ－ダマスコーン、イソ－ダマスコーン、ダマセノン、
ダマローズ（Damarose）、メチルジヒドロジャスモネート、メントン、カルボン、カンフ
ァー、フェンコン、α－イオノン、β－イオノン、ジヒドロ－β－イオノン、γ－メチル
のいわゆるイオノン、フルーラモン（Fleuramone）、ジヒドロジャスモン、シス－ジャス
モン、イソ－Ｅ－スーパー（Iso-E-Super）、メチル－セドレニル－ケトン又はメチル－
セドリロン（Methyl-Cedrylone）、アセトフェノン、メチルアセトフェノン、パラ－メト
キシ－アセトフェノン、メチル－β－ナフチル－ケトン、ベンジル－アセトン、ベンゾフ
ェノン、パラ－ヒドロキシ－フェニル－ブタノン、セロリケトン又はリベスコン（Livesc
one）、６－イソプロピルデカヒドロ－２－ナフトン、ジメチル－オクテノン、フレスコ
メンテ（Freskomenthe）、４－（１－エトキシビニル）－３，３，５，５，－テトラメチ
ル－シクロヘキサノン、メチル－ヘプテノン、２－（２－（４－メチル－３－シクロヘキ
セン－１－イル）プロピル）－シクロペンタノン、１－（ｐ－メンテン－６（２）－イル
）－１－プロパノン、４－（４－ヒドロキシ－３－メトキシフェニル）－２－ブタノン、
２－アセチル－３，３－ジメチル－ノルボルナン、６，７－ジヒドロー１，１，２，３，
３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン、４－ダマスコール（4-Damascol）、ズルチ
ニル（Dulcinyl）又はカシオン（Cassione）、ゲルソン（Gelsone）、ヘキサロン（Hexal
on）、イソシクレモンＥ、メチルシクロシトロン（Methyl Cyclocitrone）、メチル－ラ
ベンダー－ケトン、オリボン（Orivon）、パラ－ｔ－ブチル－シクロヘキサノン、ベルド
ン（Verdone）、デルフォン（Delphone）、ムスコン、ネオブテノン、プリカトン（Plica
tone）、ベロウトン（Veloutone）、２，４，４，７－テトラメチル－オクト－６－エン
－３－オン、テトラメラン（Tetrameran）、ヘジオン、フローラロゾン（floralozone）
、及びこれらの混合物から選択される。
【００４９】
　より好ましくは、上記の化合物から、好ましい香料ケトンは、αダマスコーン、δダマ
スコーン、イソダマスコーン、カルボン、γ－メチル－イオノン、β－イオノン、イソ－
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Ｅ－スーパー、２，４，４，７－テトラメチル－オクト－６－エン－３－オン、ベンジル
アセトン、βダマスコーン、ダマセノン、メチル－ジヒドロジャスモネート、メチルセド
リロン、ヘジオン、フローラロゾン、及びこれらの混合物から選択される。
【００５０】
　本明細書の有益剤として有用な香料アルデヒドは、化学的にアルデヒドであり、香料ケ
トン構成成分のように、それから形成されたデリバリーシステムにより接触された表面に
所望の臭気又は新鮮さに関する効果をまた付与できるいかなる香料物質をも含むことがで
きる。香料ケトン有益剤と同様に、香料アルデヒド有益剤構成成分は、単一の個々のアル
デヒド又は二以上の香料アルデヒドの混合物を含むことができる。加えて、本明細書で有
用な香料アルデヒド物質は、好ましくは相対的に「嵩高い」アルデヒドを含む。「嵩高い
」とは、香料アルデヒドが相対的に高い分子量を有し、且つ相対的に高い沸点を有するこ
とを意味する。本発明の目的上、高分子量香料アルデヒドとは、２２５℃を超える沸点を
有するものである。更に、本発明の目的上、高分子量香料アルデヒドとは、１５０を超え
る分子量を有するものである。
【００５１】
　より好ましくは、本明細書に用いられる香料アルデヒドは、２５０℃を超える沸点、及
び３より大きなＣｌｏｇＰを有する物質を含む。ＣｌｏｇＰは、好ましいモノアミンの溶
解度に関して先に定義されている。類似の方法により、この同じパラメータがまた、好ま
しい香料アルデヒドを特徴付けるために用いられ得る。
【００５２】
　本明細書のデリバリーシステムに、それ自体で又は香料アルデヒド混合物の一部として
のいずれかで用いるのに好適な香料アルデヒド物質には、アドキサル；アニスアルデヒド
；サイマール；エチルバニリン；フロールヒドラール（florhydral）；ヘリオナール；ヘ
リオトロピン；ヒドロキシシトロネラール；コアボン（koavone）；ラウリルアルデヒド
；リラール；トリプラール（triplal）、メロナール、メチルノニルアセトアルデヒド；
Ｐ．Ｔ．ブシナール（P.T.bucinal）；フェニルアセトアルデヒド；ウンデシレンアルデ
ヒド；バニリン；２，６，１０－トリメチル－９－ウンデセナール、３－ドデセン－１－
アール、α－ｎ－アミルシンナミックアルデヒド、４－メトキシベンズアルデヒド、ベン
ズアルデヒド、３－（４－ｔブチルフェニル）－プロパナール、２－メチル－３－（パラ
－メトキシフェニルプロパナール、２－メチル－４－（２，６，６－トリメチル－２（１
）－シクロヘキセン－１－イル）ブタナール、３－フェニル－２－プロペナール、シス－
／トランス－３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－アール、３，７－ジメチル
－６－オクテン－１－アール、［（３，７－ジメチル－６－オクテニル）オキシ］アセト
アルデヒド、４－イソプロピルベンズアルデヒド、１，２，３，４，５，６，７，８－オ
クタヒドロ－８，８－ジメチル－２－ナフトアルデヒド、２，４－ジメチル－３－シクロ
ヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、２－メチル－３－（イソプロピルフェニル）プロ
パナール、１－デカナール；デシルアルデヒド、２，６－ジメチル－５－ヘプテナール、
４－（トリシクロ［５．２．１．０（２，６）］－デシリデン（decylidene）－８）－ブ
タナール、オクタヒドロ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデンカルボキシアルデヒド、３－
エトキシ－４－ヒドロキシベンズアルデヒド、パラ－エチル－α，α－ジメチルヒドロシ
ンナムアルデヒド、α－メチル－３，４－（メチレンジオキシ）－ヒドロシンナムアルデ
ヒド、３，４－メチレンジオキシベンズアルデヒド、α－ｎ－ヘキシルシンナミックアル
デヒド、ｍ－サイメン－７－カルボキシアルデヒド、α－メチルフェニルアセトアルデヒ
ド、７－ヒドロキシ－３，７－ジメチルオクタナール、ウンデセナール、２，４，６－ト
リメチル－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、４－（３）（４－メチル－
３－ペンテニル）－３－シクロヘキセン－カルボキシアルデヒド、１－ドデカナール、２
，４－ジメチルシクロヘキセン－３－カルボキシアルデヒド、４－（４－ヒドロキシ－４
－メチルペンチル）－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド、７－メトキシ－
３，７－ジメチルオクタン－１－アール、２－メチルウンデカナール、２－メチルデカナ
ール、１－ノナナール、１－オクタナール、２，６，１０－トリメチル－５，９－ウンデ
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カジエナール、２－メチル－３－（４－ｔ－ブチル）プロパナール、ジヒドロシンナミッ
クアルデヒド、１－メチル－４－（４－メチル－３－ペンテニル）－３－シクロヘキセン
－１－カルボキシアルデヒド、５又は６メトキシ０ヘキサヒドロ－４，７－メタノインダ
ン－１又は２－カルボキシアルデヒド、３，７－ジメチルオクタン－１－アール、１－ウ
ンデカナール、１０－ウンデセン－１－アール、４－ヒドロキシ－３－メトキシベンズア
ルデヒド、１－メチル－３－（４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセンカルボキシア
ルデヒド、７－ヒドロキシ－３，７－ジメチル－オクタナール、トランス－４－デセナー
ル、２，６－ノナジエナール、パラ－トリルアセトアルデヒド；４－メチルフェニルアセ
トアルデヒド、２－メチル－４－（２，６，６－トリメチル－１－シクロヘキセン－１－
イル）－２－ブテナール、オルト－メトキシシンナミックアルデヒド、３，５，６－トリ
メチル－３－シクロヘキセンカルボキシアルデヒド、３，７－ジメチル－２－メチレン－
６－オクテナール、フェノキシアセトアルデヒド、５，９－ジメチル－４，８－デカジエ
ナール、ピオニーアルデヒド（peony aldehyde）（６，１０－ジメチル－３－オキサ－５
，９－ウンデカジエン－１－アール）、ヘキサヒドロ－４，７－メタノインダン－１－カ
ルボキシアルデヒド、２－メチルオクタナール、α－メチル－４－（１－メチルエチル）
ベンゼンアセトアルデヒド、６，６－ジメチル－２－ノルピネン－２－プロピオンアルデ
ヒド（6,6-dimethyl-2-norpinene-2-propionaldehyde）、パラメチルフェノキシアセトア
ルデヒド、２－メチル－３－フェニル－２－プロペン－１－アール、３，５，５－トリメ
チルヘキサナール、ヘキサヒドロ－８，８－ジメチル－２－ナフトアルデヒド、３－プロ
ピル－ビシクロ［２．２．１］－ヘプト－５－エン－２－カルバルデヒド、９－デセナー
ル、３－メチル－５－フェニル－１－ペンタナール、メチルノニルアセトアルデヒド、１
－ｐ－メンテン－ｑ－カルボキシアルデヒド、シトラール、リリアール、クミンアルデヒ
ド、マンダリンアルデヒド、ダチラート（Datilat）、ゲラニアール、及びこれらの混合
物が挙げられる。
【００５３】
　より好ましい香料アルデヒドは、シトラール、１－デカナール、ベンズアルデヒド、フ
ロールヒドラール、２，４－ジメチル－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド
；シス／トランス－３，７－ジメチル－２，６－オクタジエン－１－アール；ヘリオトロ
ピン；２，４，６－トリメチル－３－シクロヘキセン－１－カルボキシアルデヒド；２，
６－ノナジエナール；α－ｎ－アミルシンナミックアルデヒド、α－ｎ－ヘキシルシンナ
ミックアルデヒド、Ｐ．Ｔ．ブシナール、リラール、サイマール、メチルノニルアセトア
ルデヒド、トランス－２－ノネナール、リリアール、トランス－２－ノネナール、ダチラ
ート、アニスアルデヒド、ゲラニアール、Ｉ－オクタナール、ヘリオナール、クミンアル
デヒド、トリプラール、メロナール、及びこれらの混合物から選択される。
【００５４】
　（基材表面へのデリバリーシステムの間接的適用）
　本明細書の有益剤デリバリーシステムの構成成分は、結果として得られるデリバリーシ
ステムが、こうしたデリバリーシステムにより間接的に接触された基材表面にそれらの効
果を特定の方法で提供するように選択され加工される。本発明の目的上、デリバリーシス
テムの間接的適用は、基材表面がこうしたデリバリーシステムの水溶液又は分散液のよう
なデリバリーシステムの希釈溶液により接触された場合に起こる。本発明の目的上、デリ
バリーシステムの「希釈」溶液とは、基材に暴露されたときに、こうした暴露前のデリバ
リーシステムの有益剤濃度より低い、即ち５０％未満の有益剤濃度を含有する溶液である
。例えば、基材に暴露される水溶液又は分散液中の有益剤は、デリバリーシステム中の半
分の濃度であってもよい。こうした水溶液又は分散液は、もちろんデリバリーシステム、
又はデリバリーシステムを含有する最終製品の水による希釈により形成され得る。これは
典型的には、デリバリーシステムを含有する製品がその意図する目的に用いられる場合、
例えば香料デリバリーシステムを含有する洗濯洗剤が布地を洗濯するために用いられる場
合に起きる。本発明の目的上、デリバリーシステムの水溶液又は分散液は、５０００ｐｐ
ｍ以下、好ましくは５００ｐｐｍ以下、更により好ましくは５０ｐｐｍ以下、及び最も好
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ましくは１０ｐｐｍ以下、及び更に時として１ｐｐｍ以下の有益剤を含有するものである
。
【００５５】
　デリバリーシステムの間接的適用は、関与する基材の最終処理が、デリバリーシステム
含有製品の水溶液又は分散液により起こる、いかなる状況も含むが、これは、基材が最初
に濃縮されたデリバリーシステム含有製品により接触される可能性がある場合でさえあて
はまる。したがって、例えば、たとえシャンプー又はボディウォッシュ製品が最初に毛髪
又は皮膚に接触し、及び直接に適用される可能性があるとしても、こうした製品は直ちに
水の添加により希釈され、その後有益剤デリバリーシステムの間接的適用に用いられる。
【００５６】
　デリバリーシステムに用いられる物質は、間接的に、即ち水溶液又は分散液を介してデ
リバリーシステムを含有する製品に接触された基材表面に有益剤を送達するために、シス
テムが特に有効になるようなものである。こうした条件下では、基材表面に送達された有
益剤は、その効果を、アミン系化合物がデリバリーシステムに存在しない場合より長い期
間基材表面に提供する。もちろん、基材表面への有益剤のこうした比較送達を測定する場
合には、表面上に少なくとも幾らかの測定可能量の有益剤を付着させるために、処理溶液
又は分散液による基材ヘの十分な接触がなければならない。
【００５７】
　（デリバリーシステムの調製）
　粒状形態／基質で用いるのに好適な有益剤デリバリーシステムは、アミン系化合物並び
に有益剤ケトン及び／又はアルデヒドを基質と、混合をもたらすのに十分な条件下で単に
混合することにより、例えばこれらの構成成分と液体又は粒状基質との混合により、調製
することができる。しばしば、この混合は、高剪断攪拌を用いて行われる。４０℃～６５
℃の温度が利用されてもよい。デリバリーシステムが組み込まれる完全な最終製品を形成
するために、追加的物質もまた基質に添加されてもよい。
【００５８】
　液体基質では、特に重量基準で、アミンと有益剤との比は広範囲に変化することができ
、多くの場合、１０００：１～１：５０の範囲である。一つの実施形態では、二つの必須
構成成分（アミン化合物及びケトン／アルデヒド有益剤）について、アミンと有益剤との
比は１０００：１～１：５、より典型的には１００：１～１：２、更により典型的には５
０：１～１：１である。前述のように、これらの二つの構成成分は別個に、即ちそれらが
互いに反応しないような形態で添加されることが是非必要である。したがって、これらの
二つの構成成分は基質に同時に添加される必要はない。それらは実際、好ましくは順番に
基質に添加される。
【００５９】
　（洗浄及び布地処理製品）
　本発明の有益剤デリバリーシステムは、好ましくは多種多様な洗浄製品及び布地処理製
品に組み込まれる。こうした製品には、布地の洗濯、及び硬質表面、例えば食器類、床、
浴室、トイレ、台所、及び長期の又は遅効性の有益剤の放出が必要であるその他の表面の
洗浄に典型的に用いられる、洗濯用及び洗浄用両方の組成物が挙げられる。それ故に、洗
濯及び洗浄組成物としては、布地洗浄効果を提供する洗剤組成物だけではなく、硬質表面
洗浄効果を提供する硬質表面洗浄のような組成物をも含むことが理解される。
【００６０】
　本明細書のデリバリーシステムが組み込まれ得る製品はまた、布地柔軟仕上げ剤又はコ
ンディショナーのような布地処理製品を含む。このような製品は、それを用いて処理され
る布地に洗浄効果を必ずしも付与するわけではない。
【００６１】
　本明細書のデリバリーシステムが組み込まれ得る製品として好ましいのは、製品の水溶
液又は分散液による布地への接触を介して布地上に有益剤の付着を提供するそうした洗濯
組成物、及び例えば柔軟仕上げ剤のような布地処理組成物である。
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【００６２】
　処理表面への好ましい有益剤、香料の送達の有効性は、乾燥表面臭気指数（Dry Surfac
e Odor Index）と呼ばれるパラメータを用いて定量化することができる。こうしたパラメ
ータは、ＰＣＴ国際公開特許ＷＯ００／０２９８２に詳細に記載されている。好ましくは
、洗浄及び布地処理製品に組み込まれる本明細書の香料デリバリーシステムは、５を超え
る、及び好ましくは少なくとも１０の乾燥表面臭気指数を提供する。
【００６３】
　本発明の有益剤デリバリーシステムを組み込んだ洗浄製品はまた、シャンプー又はボデ
ィウォッシュ組成物の形態をとってもよい。こうした製品に関して、洗浄される基材はも
ちろん毛髪又は皮膚である。
【００６４】
　一般に、本明細書の有益剤デリバリーシステムは、本明細書の洗浄又は布地処理製品に
、アミンと有益剤とを足したものの濃度が、０．００５重量％～１０重量％、より好まし
くは０．００５重量％～５重量％、更により好ましくは０．０２重量％～０．５重量％の
範囲であるように組み込まれることができる。洗浄製品に関しては、アミンと有益剤とを
足したものの組み合わせは、一般に、１重量％～５０重量％の界面活性剤と共に、０．０
０５重量％～１０重量％の濃度で組み込まれる。布地処理製品に関しては、アミン／有益
剤の組み合わせは、一般に、１重量％～５０重量％の布地柔軟仕上げ剤又は処理剤と共に
、０．００５重量％～５重量％の濃度で組み込まれる。本明細書のデリバリーシステムを
含有する洗浄及び布地処理製品は、この種類の製品に用いられる従来の多種多様な追加の
補助剤を含むことができる。このような従来の補助剤の詳しい開示は、ＰＣＴ国際公開特
許ＷＯ００／０２９８２及びＷＯ００／０２９８７中に見い出すことができる。
【００６５】
　本明細書の有益剤デリバリーシステムを含有する洗浄及び処理製品は、水性形態又は非
水性形態の、液体、ゲル、又はフォーム、粒状形態又は錠剤形態を含む様々な物理的形態
をとってもよい。この種類の製品について特に好ましい形態は、液体洗剤組成物、例えば
、布地洗濯用強力液体（ＨＤＬ）洗剤である。
【００６６】
　本明細書の有益剤デリバリーシステムの調製及び特定の種類の洗浄製品へのそれらの組
み込みは、次の実施例によリ説明され得る。
【実施例】
【００６７】
　（実施例Ｉ）
　（液体洗剤組成物の調製）
　本発明による強力液体洗剤組成物は次のように製造されることができる：
　工程１－従来の強力液体洗剤組成物が、当該技術分野において既知の任意の従来の方法
により製造される；
　工程２－本発明によるアミン０．０１重量％が工程１の組成物に添加され、組成物は次
に約１～３分間混合される；
　工程３－本発明による有益剤０．０１５重量％が工程２からのアミン含有組成物に添加
され、組成物は次に約５分間混合される。
【００６８】
　＊工程２及び工程３は別個の分離した添加工程であることに注意のこと。
【００６９】
　様々な洗剤組成物が次の実施例ＩＩ～ＶＩに示される組成物を有して調製される。これ
らの実施例において、構成成分の識別名の略語は次の意味を有する：
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【表２】

【表３】

【００７０】
　（実施例ＩＩ）
　強力液体（ＨＤＬ）洗剤組成物が、実施例Ｉのように調製された有益剤デリバリーシス
テムを含有して調製される。このような液体洗剤組成物は、以下の処方を有する：
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【表４】

【００７１】
　（実施例ＩＩＩ）
　強力液体（ＨＤＬ）洗剤組成物が、実施例Ｉのように調製された有益剤デリバリーシス
テムを含有して調製される。このような液体洗剤組成物は、以下の処方を有する：
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【表５】

【００７２】
　（実施例ＩＶ）
　（液体洗剤組成物）
　強力液体（ＨＤＬ）洗剤組成物が、実施例Ｉのように調製された有益剤デリバリーシス
テムを含有して調製される。このような液体洗剤組成物は、以下の処方を有する：

【表６】

【００７３】
　（実施例Ｖ）
　（液体洗剤組成物）
　以下の液体洗剤配合物を、本発明に従って調製する：
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【表７】

【００７４】
　（実施例ＶＩ）
　（液体洗剤組成物）
　本発明による強力液体布地用洗浄組成物は、以下のように調製される：

【表８】

【００７５】
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　（実施例ＶＩＩ）
　（液体洗剤組成物）
　本発明による強力液体布地用洗浄組成物は、以下のように調製される：
【表９】

【００７６】
　（実施例ＶＩＩＩ）
　（粒状洗剤組成物）
　強力粒状洗剤（ＨＤＧ）組成物が、実施例Ｉの香料促進（pro-perfume）組成物を含有
して調製される。このような粒状洗剤組成物は、以下の処方を有する：
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【表１０】

【００７７】
　（実施例ＩＸ）
　（ボディウォッシュ）
【表１１】

【００７８】
　（実施例Ｘ）
　（シャンプー）
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